
厚木市乳幼児精密健康診査実施要綱 

 

（目的） 

第１条 この要綱は、厚木市が母子保健法（昭和 40 年法律第 141 号）第 12 条及び第

13 条の規定に基づき実施している乳幼児健康診査等の結果、乳幼児精密健康診査

（以下「精密健診」という。）が必要と認められる乳幼児（以下「乳幼児」という。）

について、専門の医療機関等において精密検査を行い、その結果、異常等が認めら

れたときは、医学的治療へ移行し、早期に回復を図ることを目的とする。 

（実施機関） 

第２条 この事業は、医療機関で実施する。 

（対象） 

第３条 精密健診の対象は、厚木市に住所を有する乳幼児とする。 

（実施方法） 

第４条  乳幼児健康診査及び相談等の結果、精密健診の必要があると認められた場合、 

市長は乳幼児精密健康診査受診票（以下「受診票」という。）を交付する。 

２ 受診票の有効期限は交付日より３か月以内とする。 

３ 対象児の保護者は、受診票、母子健康手帳及び個人番号カード等を持参の上、医

療機関において受診するものとする。 

４ 医療機関は、精密健診の実施を求められたときは、受診票の有効期間を確認の上、

必要な検査を実施するものとする。 

５ 複数の異常等を持つ乳幼児については、必要に応じて複数回の受診票交付を行う

ことができるものとする。この場合において、受診票に示された異常等の疑いにつ

いての診断が確定するまで一連の精密健診をもって１回とする。 

（報告） 

第５条 医療機関が精密健診を実施したときは、すみやかに乳幼児精密健康診査報告

書を市に提出するものとする。 

（受診勧奨） 

第６条 市は、精密健診の未受診者に対して、受診の勧奨を行うものとする。 

（事後指導等） 

第７条 市は、精密健診の結果、必要と認めるときは、当該乳幼児の保護者に対し事

後指導を行うものとする。 

（帳簿の備付） 

第８条 市は、受診票の交付状況を明確にするため、乳幼児精密健康診査受診票交付

台帳を備え付けるものとする。 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この要綱は、平成 20 年４月１日から施行する。 

（実施要領の廃止） 

２ 厚木市乳幼児精密健康診査実施要領（平成 9 年４月１日施行）は、廃止する。 

   附 則 

 この要綱は、平成 21 年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成 22 年４月１日から施行する。 

附 則 



この要綱は、平成 24 年７月９日から施行する。 

附 則 

この要綱は、令和６年 12 月２日から施行する。 


